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 2019年度　入学試験日程
試験種別 出願期間 試験日 合格発表 手続期間 試験科目

一般入学試験（前期） 2019年 1/8（火）～1/25（金）消印有効 2/4（月）
本学・東京・大阪(難波サテライト) 2/8（金） 2/8（金）～2/25（月） 国語総合（50分100点）

小論文／コミュ英語（50分100点）

社会人入学試験 1/8（火）～1/25（金）消印有効 2/4（月）本学 2/8（金） 2/8（金）～2/25（月） 小論文（50分100点）／面接

留学生入学試験Ⅱ期/
留学生編入学試験Ⅱ期 1/8（火）～1/25（金）消印有効 2/12（火）本学 2/15（金） 2/15（金）～3/4（月） 日本語／面接

一般入学試験（中期） 2/5（火)～2/22(金）消印有効 3/2（土）本学 3/8(金) 3/8（金）～3/22（金） 国語総合（50分100点）
小論文／コミュ英語（50分100点）

編入学試験（後期）／
社会人編入学試験(後期)

3/4（月)～3/18(月）必着
窓口受付は18日午後4時まで

3/20（水）
人間心理編入は難波サテライトで受験 3/25(月) 3/25（月）～3/29（金）

窓口手続き可 小論文（50分100点）／面接

別科入試Ⅱ期
（密教専修・スピリチュアルケアコース）

3/4（月)～3/18(月）必着
窓口受付は18日午後4時まで

3/20（水）本学
別科スピケアは難波サテライトで受験 3/25(月) 3/25（月）～3/29（金）

窓口手続き可 試問票／面接

一般入学試験(後期) 3/4（月)～3/18(月）必着
窓口受付は18日午後4時まで 3/20（水）本学 3/25(月) 3/25（月）～3/29（金）

窓口手続き可
国語総合（50分100点）
小論文／コミュ英語（50分100点）

2019年度　大学院（通信制）入学試験日程
通信制 出願期間 一次審査発表 二次面接 二次合格発表 手続期間 辞退期間

大学院密教学専攻
通信教育課程後期入試 2019年 1/8（火）～1/25（金）消印有効 2/6（水） 2/23（土） 2/27（水） 2/27（水）～3/14（木） 手続き期間～2019年3/29(金)まで

出願期間 選考結果通知日 選考結果 手続期間

科目等履修生春季募集 2019年 1/22（火）～2/22（金）消印有効 2019年3/6（水） 本人へ通知 到着日から10日以内

寄付金のお願い
　高野山大学では、同窓生をはじめ、皆様からの寄付金を募集
しております。これは、現在取り組んでいる、高野山霊宝館との
連携や学習・就職支援室の運営などをはじめ、大学での教育・
研究活動の充実と質の向上を目的とした寄付金の募集でござい
ます。

　頂戴いたしました寄付金は、
○大学の設備・備品費などの諸経費
○地域との連携事業の経費
○学習・就職支援室の活動費
　などに用いさせていただく予定です。
　高野山大学では、学生や社会に選ばれる大学を目指し、"魅力
ある大学づくり"をキーワードにこれからも様々な教育改革に取り
組んでまいります。
皆様におかれましても、高野山大学への引き続きのご支援をここ
ろよりお願い申し上げます。
この趣旨に賛同していただける方は、お手数をおかけいたします
が、高野山大学総務課（電話.0736-56-2921、ＦＡＸ.0736-56-
2746）までご連絡ください。
ご連絡をいただきました方には、大学から、
○寄付申込書　○寄付金用振替用紙　○返信用封筒
　をお送りさせていただきます。なお寄付金は、一口2,000円
以上とさせていただいております。
皆様のご支援とご協力を、重ねてお願い申し上げます。

【ご注意】今回の学報に同封しております振替用紙は、同窓会費の
振替にのみご利用ください。

講師派遣制度をご利用ください
各機関(本山・宗団・同窓会・宗務支所・高野山真言宗寺院)さまへ
の、本学教員の講師派遣は大学公務として取り扱っております。

【講師派遣お申込み手順】
1.ご希望の講師名、日時、場所、講演テーマを、本学総務課まで
ご連絡ください。
　　お電話： 0736-56-2921
　　FAX: 0736-56-2746
　　e-mail: shomu@koyasan-u.ac.jp
2.講師との調整がとれ次第、依頼主さまへ折り返しご連絡いた
します。
3.「講師派遣依頼書」を提出してください。

【注意事項】
1.講演料（手取り額）
　　60分　　￥20,000
　　90分　　￥30,000
※講演料のみを直接講師に手渡ししてください。
2.交通費・宿泊費は、本学にて負担します（「高野山大学旅費
規程」による）
3.講演が複数日あるいは長時間にわたる場合の条件は、講師
と直接調整してください。
4.大学を経由せずに、直接講師に依頼する場合は、この申し合
わせの対象外とします。
※講師派遣依頼のお申込みは、HP掲載の様式をお使いくだ
さい。
　http://www.koyasan-u.ac.jp/

と

高野山大学文学部

社会人3年次編入

人間学科心理ケアコース
（社会人3年次編入）

密 教 学 科
（社会人3年次編入）

●生と死、ケアとはなにかを学べる

●他業界の仲間たちと学べる

●生活スタイルに合わせた講義
（昼間と夜間に開講）

●取得可能資格　
・認定心理士
・スピリチュアルケア師

●密教・仏教の世界を学ぶ

●自身の死生観を問い直す

●南海なんば駅徒歩3分

●長期履修制度あり

●返還不要の給付型奨学金制度

●瞑想などを
僧侶からの講義で学べる

●自分のペースで学べる

特　徴

人間学科心理ケアコース／密教学科



夏
期
・
秋
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

平
成
30
年
７
月
26

日
か
ら
８
月
３
日
ま

で
、大
学
院
通
信
教
育

課
程
の
夏
期
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

受
講
者
は「
秘
密
事
相

（
佐
藤
隆
彦
）」が
25

名
、「
空
海
の
書（
木
本

滋
久
）」が
10
名
、「
悉

曇（
五
十
嵐
啓
道
）」が

13
名
、「
日
本
密
教
美
術

（
森
雅
秀
）」が
31
名
で

し
た
。

秋
に
も
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
行
な
い
、10
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
の
秋
期
ス
ク
ー

リ
ン
グ
の
受
講
者
は「
ホ
ス
ピ
ス
と
援
助
論（
井
上
ウ
ィ
マ

ラ
）」が
13
名
、「
密
教
瞑
想
法（
佐
藤
隆
彦
）」が
29
名
、「
現

代
布
教
論（
近
藤
堯
寛
）」が
19
名
、「
密
教
と
異
宗
教（
前
谷

彰
）」が
23
名
で
し
た
。

ま
た
、今
年
か
ら
初
め
て
の
試
み
と
し
て
10
月
14
日
か
ら

17
日
ま
で
の
間
、難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
も
ス
ク
ー
リ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
は
34
名

の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。交
通
至
便
の
場
所
で

の
受
講
も
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
幅
広
く
学
び
の
場
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

復
習
研
究
会
募
金
贈
呈

平
成
30
年
７
月
29

日
、今
年
発
足
し
た
同

好
会「
復
習
研
究
会
」が

募
金
贈
呈
を
行
な
い
ま

し
た
。こ
の
取
り
組
み

は
、今
年
６
月
に
発
生

し
た
大
阪
地
震
、ま
た

西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の

早
期
復
興
を
願
い
行
っ

た
も
の
で
、募
金
総
額

１
万
５
６
２
円
で
す
。

募
金
は
高
野
山
大
学
を

通
じ
て
、金
剛
峯
寺
人

権
局
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

夏
期
集
中
講
義

平
成
30
年
８
月
４
日
か
ら
６
日
に
、伊
藤
博
美
非
常
勤

講
師
に「
教
育
方
法
論
」を
講
義
い
た
だ
き
、４
名
が
受
講
し

ま
し
た
。

夏
季
集
団
加
行

平
成
30
年
８
月
５
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
、本
学
大
菩

提
院（
加
行
道
場
）に
お
い
て
、高
野
山
総
持
院
上
綱
・
宮
田

永
明
大
阿
に
伝
授
阿
闍
梨
を
お
勤
め
い
た
だ
き
、夏
季
集
団

加
行
を
行
い
ま
し
た
。

加
行
者
は
、約
50
日
間
、白
雲
寮（
僧
房
）・
尼
僧
宿
舎（
女

子
僧
房
）に
住
し
て
、修
行
に
一
意
専
心
し
ま
し
た
。

今
季
の
加
行
者
は
、前
期
５
名（
大
学
院
１
回
生
１
名

（
尼
僧
）、密
教
学
科
２
回
生
３
名
、同
１
回
生
１
名
）、後

期
６
名（
密
教
学
科
３
回
生
２
名（
尼
僧
）、別
科
１
名（
尼

僧
）、一
般
１
名
）の
計
12
名
で
し
た
。

連
続
講
座
開
講

平
成
30
年
８
月
21
日
か
ら
９
月
19
日
ま
で
、高
野
山
大

学
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
に
お
い
て
、連
続
講
座
を
開
講

し
、述
べ

120
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

開
講
講
座
は
、「
漢
文
で
読
む
空
海
と『
論
語
』と
の
関
係

（
南
昌
弘
）」「
心
身
の
合
一
ー
自
己
の
い
の
ち
と
丁
寧
に
向

き
合
う
ー（
森
崎
雅
好
）」、「
仏
教
・
密
教
観
法
入
門（
ト
ー

マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
）」、「
漢
字
の
魅
力（
３
）ー『
説
文
』

を
楽
し
く
味
わ
お
う
！
ー（
野
田
悟
）」、「
開
闢
神
話
に
つ
い

て（
山
脇
雅
夫
）」、「
イ
ン
ド
に
お
け
る
変
化
観
音（
德
重
弘

志
）」「
鎌
倉
時
代
の
南
都
仏
教
と
行
基
信
仰（
坂
口
太
郎
）」、

「
仏
教
考
古
学
入
門
ー
高
野
山
の
石
塔
を
中
心
と
し
て
ー

（
木
下
浩
良
）」で
し
た
。

通
信
学
習
支
援
会

平
成
30
年
10
月
28
日
、東
京
別
院
表
書
院
に
て
通
信

教
育
課
程
学
習
支
援
会
が
開
催
さ
れ
17
名
が
参
加
し
ま

し
た
。遠
方
で
直
接
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
通
信
生
の
方
々

は
、普
段
の
疑
問
や
論
文
の
書
き
方
、参
考
文
献
の
探
し
方

な
ど
積
極
的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

関
東
圏
の
方
々
だ
け
で
な
く
北
海
道
・
愛
知
・
長
野
か
ら

も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。本
学
の
通
信
教
育
に
よ
っ
て
幅
広
い

地
域
の
方
が
密
教
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

学
位
記
授
与
式

平
成
30
年
９
月
12
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
本
学
第
二
会

議
室
に
お
い
て
、第
91
回
学
位
記
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。大
学
院
通
信
教
育
課
程
３
名
と
学
部
２
名
が
乾
龍
仁

学
長
か
ら
学
位
記
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
懇
談
会

平
成
30
年
９
月
15
日
に
保
護
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

本
年
度
入
学
者
の
保
護
者
中
心
に
９
組
の
方
が
学
長
・

副
学
長
を
は
じ
め
教
職
員
ら
と
学
生
生
活
・
学
習
計
画

な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

結
縁
大
師
像
の
開
眼
法
会
実
施

平
成
30
年
９
月
28

日
、高
野
山
大
学
本
館

正
面
玄
関
に
お
き
ま
し

て
結
縁
大
師
像
の
開
眼

法
会（
除
幕
式
）を 

添
田

理
事
長
御
導
師
の
も
と

厳
修
い
た
し
ま
し
た
。 

学
生
、教
職
員
50
名

ほ
ど
が
参
加
い
た
し
ま

し
た
。

目
黒
威
徳
氏
の
陶
曼

荼
羅
・
チ
ベ
ッ
ト
砂
曼
荼

羅
と
と
も
に
、本
学
の
新

し
い
顔
と
し
て
、学
生
や
来
校
者
を
出
迎
え
て
お
り
ま
す
。

ご
来
校
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
報
告

平
成
30
年
５
月
27
日
、６
月
24
日
、７
月
28
日
、29
日
、８

月
25
日
、10
月
７
日（
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
）、オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
、延
べ

106
名
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。本

年
度
は
、７
月
28
日
、29
日
は
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と

い
う
形
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
広
報
宣
伝
活
動
を
行
い

ま
し
た
。本
校
で
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、精
進
ラ
ン

チ
体
験
や
茶
道
部
の
供
茶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。模
擬
講
義
や

山
内
ツ
ア
ー
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、10
月
７
日
の
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
で
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、33
名
の
ご
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。う
ち
15
名
の
方
が
密
教
編
入
に
ご
興
味
を

お
持
ち
に
な
り
、来
学
さ
れ
ま
し
た
。８
月
か
ら
募
集
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
の
密
教

編
入
コ
ー
ス
に
は
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
月
21
日
、難
波

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
に
お
い
て
、人
間
学
科
心
理
ケ
ア
コ
ー
ス

講
演
会「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
深
み
と
広
さ
～
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
本
質
を
訪
ね
て（
窪
寺
俊
之
教
授
／
聖
学

院
大
学
客
員
教
授
）」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

大　学　通　信
密教学科難波社会人コース一期生募集

学園祭・曼荼羅祭開催 高野山大学オープンキャンパス2018
SECRET CAMPUS ~秘密だらけのオープンキャンパス～開催

人間学科の新教育課程
2019年4月より難波サテライト

教室にて、密教学科の社会人向け
3年次編入コースが誕生いたし
ます。
社会人や定年退職された方を

対象に、密教・仏教の知識を身につ
け、ご自身の生活に活かしたい方
のためのコースです。高野山の宗
教文化、参拝の方法、阿字観瞑想な
どを開講予定です。
最短2年で、週3日の通学から卒

業可能です。じっくりと学びたい方
には、長期履修制度（3年目は教育
充実費の22万円のみ）もご用意し
ており、最長4年まで延長すること
ができます。
また、人間学科心理ケアコースの

「日本人の死生観」や「現代日本と
宗教」などの授業もあわせて履修
することも可能です。
この密教編入社会人コースは、

密教の学びに関心はあるが、高野
山まで通うことが困難な社会人の
方や、シニアの方の声に応えるか
たちで、2017年より開講の準備を
行い、2018年8月から広報を開始
いたしました。関西圏の方は図書
館や市民学習センターなどでポス
ターやパンフレットを目にされた方
もいらっしゃるかもしれません。
大学公式ホームページからの資

料請求やお電話でのお問合せ等も
多くいただいています。　
密教編入募集開始後初めての

オープンキャンパスでは、心理ケア
をベースに密教について講義する
本学らしい授業を開講し、大変好
評を得ることができました。
多くの方に参加していただき、改

めて高野山・密教・弘法大師の魅力
に引き付けられている方の熱意を
感じることができました。
このように、本学では、さまざな

かたちで、弘法大師空海と高野山
大学の学びを１人でも多くの方に
伝えられるようにしています。

2018年11月3日・4日の2日間、学園
祭「曼荼羅祭」が開催されました。本年
度は、好天に恵まれ、多くの方のご来場
をいただきました。教職員・学生・外部
団体により、高野山特産の和菓子、マッ
サージ体験、タイラーメンや、おしるこ
などの飲食や物販を行いました。茶道
部の献茶や書道部による作品展示、復
習研究会は「災害と僕たちの死生観」と
いうタイトルでパネルディスカッション
を行いました。
滝川洋二先生の科学講演では、科

学の楽しさを実験を交えて体験しても
らうということで、「振子と周期の性質」
を中心に実験を行いました。
初日の仮面ライダーショーでは

地域の多くのお子様も参加しまし
た。ゲストライブとして、和太鼓演奏、
G.U.M、玉置レミコンサート、和歌山ご
当地アイドル「Fun×Fam」ミニライブ

が行われ、ダンスと歌で祭りを盛り上
げました。「Fun×Fam」ライブ後には
黎明館前ステージにて餅まきが行わ
れ、学生だけでなく、多くの地域の方
や観光客の方にも集まっていただきま
した。さらに、人気声優下鶴直幸さん
のトークショーでは遠方にもかかわら
ず、100人あまりのファンの方がかけつ
けました。下鶴さんは、袈裟姿で出演い
たしましたが、役者として初めての衣
装ということで、多くの方に喜んでいた
だきました。ご本人のツイッターでも非
常に好評で、高野山大学の名前も知っ
ていただく良い機会となりました。
ビンゴゲーム大会や腕相撲大会、カ

ラオケ大会、利き餅大会など、学生だけ
でなく、地域の方にも積極的に参加し
ていただき、大学と地域を結ぶイベン
トとして今年も大盛況のうちに終わり
ました。

7月28日（土）29日（日）の両日、
あえてプログラムの内容を明らか
にしない「シークレットキャンパス」
を開催しました。
集合時間以外はすべて「秘密」、

本学へのアクセス方法も秘密、イベ
ントの内容も「7つの極秘プログラ
ム」というタイトルで行われました。
同時に「シークレットキャンパ

ス」の特設サイトと「曼荼羅具楽夢
（マンダラグラム）」、密教、曼荼羅
と、写真を共有するインスタグラム
を開設しました。
ＳＮＳやネットでの反響は非常
に大きく、100を超えるニュースサ
イトで「高野山大学のシークレット
キャンパス」が面白いと取り上げら
れました。
当日の来場者にはテーマにちな

んだ様々な企画を用意し、イベント
を楽しみながら本学について、また
密教について知る機会を設けま
した。
特に、加行道場を利用したオリエ

ンテーションや、模擬講義などは非
常に本学らしいと出席者の方に好
評でした。

28日にはシークレットキャンパ
スにあわせて、本館2階に新たに
設置された「両界曼荼羅図　二幅」
（通称「血曼荼羅」の「原図複製版」
と「想定色平成再生版」）の縮尺パ
ネルの開眼法会を乾龍仁学長御導
師のもと、厳修し、シークレットキャ
ンパスの出席者の方にも参加いた
だきました。
荘厳な雰囲気に出席者の皆様も

本学の魅力により深く接していた
だけたことと思います。
折しも台風１２号が上陸し、ご

来場いただけなかった参加希望の
方もいらっしゃいましたが、テレビ
番組の取材も入り、より広く本学を
知っていただける機会となりま
した。

人間学科は、弘法大師の教えを
理解し、社会貢献できる人材育成
を目指しています。人間学科が四
年目を迎え、初の卒業生を送り出
すにあたり、教育課程の見直しを
行います。
新教育課程の変更点は、①二

コース制（地域デザイン、心理ケ
ア）による進路の明確化、②キャリ
ア教育の充実、③体験学習の充実
です。
①地方公務員などの地方で活躍

する人材を育成する地域デザイン
コースとカウンセラーなどの心理・
介護系の職を目指す心理ケアコー
スの二コース制とします。
②職業意識を高めるために、一

回生から三回生まで通年で「キャ
リアデザイン」、二回生で宿泊による
「キャリア研修」、三回生で企業で
の「インターンシップ」を必修とし
て、学年ごとに計画的に学びます。
公務員や教員の一般教養試験

に対応した「教養科目」を開講しま
す。社会学、心理学、社会福祉学を
「基礎科目」として、卒業時には全
員が社会福祉主事任用資格を取
得します。
「専門講義」を二回生から履修
し、地域デザインコースでは社会
調査士、心理ケアコースでは認定

心理士、スピリチュアルケア師の
資格の取得を目指します。心理ケ
アコースは、三回生から難波サテ
ライト教室で開講している授業を
中心に履修します。難波サテライト
教室では、医療や介護の現場で働
く社会人の再教育の場となってい
ます。
③「実習科目」として、一回生で

はボランティア体験、二回生では
社会調査か心理調査を選択しま
す。三回生では「実践演習」として、
京都や長野などでの学外研修、福
祉施設などでの臨床実習を選択必
修としています。
人間学科は、夢を叶える学び

を今後もさまざま形で提供して
いきます。
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高
野
山
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
中

高
野
山
大
学
で
は
、文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
の
補
助
金
を
得
て
、高
野
山
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、高
野
山
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
デ
ー
タ
を
順
次

公
開
中
で
す
。

現
在
、弘
法
大
師
の
著
作
の
中
で
36
点
が
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
及
び
画
像
デ
ー
タ
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。主
な
著
作

と
し
て
、聾
瞽
指
帰
・
三
教
指
帰
・
御
請
来
目
録
・
即
身
成
佛

義
・
般
若
心
経
秘
鍵
・
秘
蔵
寶
鑰
な
ど
が
一
字
検
索
を
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、「
真
言
密
教
の
世
界
」の
項
目
で
は
寛
平
法
皇

の
宸
筆
の
胎
蔵
秘
密
略
大
軌
を
、「
高
野
山
の
歴
史
と
信

仰
」で
は
戦
前
の
高
野
山
の
古
絵
葉
書
を
、「
高
野
山
大
学
の

密
教
研
究
」で
は
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
別
冊
の『
秘
蔵
寶

鑰
の
研
究
』３
分
冊
を
P
D
F
に
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
公
開
し

て
お
り
ま
す
。

連
携
協
定
調
印
式
に
つ
い
て

平
成
30
年
９
月
20
日
、（
株
）乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
様
と

の
連
携
協
力
協
定
調
印
式
を
高
野
山
大
学
黎
明
館
に
て
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、11
月
６
日
に
は
千
代
田
短
期
大
学
に
お
き
ま
し

て
、小
山
田
町
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
会
、大
阪
府
森
林
組

合
南
河
内
支
店
、大
阪
府
立
花
の
文
化
圏
、河
内
長
野
市
公

園
緑
化
協
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
モ
ロ

ス
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
ひ
だ
ま
り
フ
ァ
ー
ム
、富
田
林
市
南

地
区
共
同
組
合（
農
業
公
園
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
）、和
泉
体
験

農
林
の
計
８
団
体
と
連
携
教
育
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。現

在
、高
野
山
大
学
で
は
、昨
年
１
月
に
大
阪
千
代
田
短

期
大
学
と
締
結
し
た
教
育
連
携
の
包
括
協
定
に
基
づ
き
、

2
0
2
0
年
度
河
内
長
野
キ
ャ
ン
パ
ス（
大
阪
千
代
田
短
期

大
学
併
置
）で
の
教
育
学
科（
文
学
部
）新
設
の
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

伝
法
灌
頂

平
成
30
年
11
月
１
日
、高
野
山
圓
通
律
寺
道
場
に
お
い

て
、寶
壽
院
門
主
・
葛
西
光
義
伝
授
大
阿
闍
梨
の
も
と
、伝

法
灌
頂
を
開
壇
し
ま
し
た
。

本
学
大
菩
提
院（
加
行
道
場
）で
四
度
加
行
を
成
満
し
た

学
生
等
が
入
壇
し
、阿
闍
梨
位
を
得
ま
し
た
。

今
年
度
の
入
壇
者
は
、12
名（
大
学
院
２
回
生
４
名（
内
、

尼
僧
１
名
）、同
通
信
生
３
名（
内
尼
僧
１
名
）、密
教
学
科

３
回
生
２
名（
尼
僧
）、別
科
２
回
生
１
名（
尼
僧
）、一
般（
卒

業
生
等
）２
名（
内
、尼
僧
１
名
）で
し
た
。

高
野
山
学
園
教
職
員
・
先
輩

物
故
者
追
悼
法
会

平
成
30
年
11
月
21
日
、松
下
講
堂
黎
明
館
に
お
い
て
、高

野
山
学
園
教
職
員
・
先
輩
物
故
者
追
悼
法
会
を
厳
修
し
ま

し
た
。本
学
教
職
員
、先
輩
物
故
者
並
び
に
大
学
安
穏
興
隆

を
ま
す
ま
す
祈
念
し
ま
し
た
。乾
龍
仁
御
導
師
の
も
と
、高

野
山
大
学
生
な
ら
び
に
教
職
員
50
名
が
出
仕
し
ま
し
た
。

壇
上
の
大
師
御
影
前
に
、ご
位
牌
、過
去
帳
、角
塔
婆
を

お
祀
り
し
、修
法
、読
経
し
、そ
の
後
参
列
者
が
焼
香
し
ま

し
た
。

あ
わ
せ
て
、「
高
野
山
学
園
創
立
記
念
特
別
講
演
会
」と

し
て
本
学
客
員
教
授
で
あ
る
名
越
康
文
先
生
に「
仏
教
と

精
神
医
学
」と
い
う
テ
ー
マ
で「
お
大
師
さ
ま
の
教
え
を
現

代
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
生
か
し
て
い
く
の
か
」と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
精
神
医
学
の
観
点
か
ら
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。高
野
山
高
校
生

200
名
、一
般
の
方
40
名
に
も

聴
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
会
後
、学
生
・
教
職
員
共
に
、奥
之
院
御
廟
大
学
墓
所

に
参
拝
し
、宗
教
教
育
課
員
が
角
塔
婆
を
墓
所
に
建
立
し
ま

し
た
。高

野
山
大
学
開
館
1
2
0
周
年

記
念
講
演
会（
戸
田
文
化
講
座
）

平
成
30
年
11
月
25
日
、高
野
山
大
学
本
館
２
階
に
お
き

ま
し
て
、高
野
山
大
学
開
館

120
周
年
記
念
講
演
会
が
行
わ

れ
、本
学
学
生
や
一
般
の
お
客
様
を
含
め
70
名
が
参
加
し
ま

し
た
。第
一
部
で
は
、竹
村
牧
夫
東
洋
大
学
学
長
か
ら「
即
身

成
仏
と
い
う
こ
と
」に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、竹
村
先
生
と
、前
谷
彰
高
野
山
大
学
図

書
館
長
と
の
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ア
ト
ル
学
生
派
遣

こ
の
た
び
本
学
は
、高
野
山
真
言
宗
国
際
局
と
連
携
し

て
、高
野
山
真
言
宗
北
米
開
教
区
下
シ
ア
ト
ル
高
野
山
へ
学

生
を
派
遣
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。大
学
の
長
期
休
暇
期

間
を
利
用
し
て
、語
学
研
修
や
開
教
寺
院
体
験
、国
際
布
教

を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。第
１
回
目
の
派
遣
学
生
は
密
教

学
科
３
回
生
の
伊
南
和
真
さ
ん
に
決
定
し
、平
成
31
年
２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
シ
ア
ト
ル
に
滞
在
し
ま
す
。本
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
本
学
の
夏
季
・
春
季
休
暇
期
間
の
年
２
回
開
催
予
定

で
、各
期
１
名
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ

ム
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

は
、国
際
局
、シ
ア
ト
ル
高

野
山
、本
学
か
ら
の
補
助

が
あ
り
、渡
航
前
に
は
国

際
局
と
連
携
し
た
英
語
学

習
支
援
も
行
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
よ
っ
て
国

際
的
な
密
教
学
の
広
が
り

に
貢
献
で
き
る
学
生
を
育

成
し
て
い
き
ま
す
。

高
野
山
大
学
フ
ジ
キ
ン
小
川
修
平

記
念
講
座
講
演
会

～
宇
宙
の
摂
理
へ
の
想
い
～
開
催

今
回
は
フ
ジ
キ
ン
様
創
業
88
周
年
を
記
念
い
た
し
ま
し

て
、初
の
東
京
開
催
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
12
回
講
演
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、帝
国
ホ
テ
ル
東
京

で
開
催
し
、「
宗
教
と
科
学
の
視
点
か
ら
」と
い
う
テ
ー
マ
で

中
鉢
先
生
、島
薗
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。第
13

回
講
演
会
に
つ
き
ま
し
て
は
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
し
、

澤
芳
樹
先
生
、井
上
順
孝
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、両
講

演
会
あ
わ
せ
約
千
六
百
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。

■
第
12
回
講
演
会　
　

来
場
者
七
百
名

日
時 : 

平
成
30
年
10
月
15
日（
月
）

【
講
演
１
】「
豊
か
な
社
会
と
は
？
」

中
鉢
良
治
先
生（
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技

術
総
合
研
究
所
理
事
長
）

【
講
演
２
】「
現
代
科
学
技
術
の
生
命
操
作
と
宗
教
的
な

『
い
の
ち
』観
」

島
薗
進
先
生（
上
智
大
学
大
学
院
実
践
宗
教
学

研
究
科
教
授
）

■
第
13
回
講
演
会　
　

来
場
者
九
百
名

日
時 : 

平
成
30
年
11
月
19
日（
月
）

【
講
演
１
】「
循
環
器
医
療
のFuturability

」

澤
芳
樹
先
生（
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
心
臓
血
管
外
科
教
授
）

【
講
演
２
】「
カ
リ
ス
マ
は『
神
の
賜
物
』か
？
」

井
上
順
孝
先
生（
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
）

大　学　通　信

日　

録　
平
成
30
年
７
月
～
12
月

7月
10 

火 

９
月
卒
論
・
修
論
提
出
期
限
＝
正
午

16 

月 

海
の
日（
特
別
開
校
日
）

18 

火 

教
授
会

26 

木 

夏
季
通
信
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始

28 

土 

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
③

29 

日 

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
④

8月
3 

火 

夏
季
通
信
ス
ク
ー
リ
ン
グ
終
了

6 

月 

前
期
授
業
終
了
・
夏
季
休
業
開
始

8 

水 

前
期
成
績
報
告
書
提
出
期
限

24 

木 

前
期
成
績
通
知（
郵
送
）

25 

土 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

27 

月 

9
月
修
了
口
述
試
問
・
報
告
会

　
　
　

 

通
信
一
次
判
定

29 

月 

再
試
験
願
提
出
開
始
日

31 

金 

再
試
験
願
提
出
締
切
日

9月
3 

月 

再
試
験
日
・
追
試
験
日

7 

金 

教
授
会

12 

木 

学
位
記
授
与
式（
9
月
卒
）

15 

土 

保
護
者
懇
談
会

25 

火 

後
期
講
義
開
始
日

28 

金 

後
期
授
講
科
目
届
変
更
期
限

29 

土 

大
学
院
前
期
入
試

　
　
　

 

通
信
前
期
二
次
面
接

10月
6 

土 

AO
Ⅰ
期
入
試

7 

日 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
⑤（
難
波
）

8 

月 

体
育
の
日（
特
別
開
校
日
）

9 

火 

通
信
秋
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始（
本
校
）

10 

水 

卒
業
論
文
目
次
届
・
修
士

　
　
　

 

論
文
目
次
届
提
出
期
限（
正
午
）

13 

土 

通
信
秋
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
終
了（
本
校
）

14 

日 

通
信
秋
季
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始（
難
波
）

17 

水 

教
授
会

　
　
　

 

秋
季
通
信
ス
ク
ー
リ
ン
グ
終
了（
難
波
）

28 

日 

通
信
学
習
支
援
会

11月
3 

土 

学
祭

4 

日 

学
祭

10 

土 

併
設
・
寺
院
・
指
定
・
特
定
入
試

14 

水 

教
授
会

21 

火 

報
恩
日（
午
後
休
講
）、追
悼
法
会

23 

木 

特
別
開
講
日

30 

木 

博
士
論
文
提
出
期
限（
必
着
）

12月
1 

土 

公
募
・
AO
Ⅱ
期
・
編
入
・
別
科
・

　
　
　

 

社
会
人
編
入
・
留
学
生

　
　
　

 

留
学
生
編
入
試
験

5 

水 

臨
時
教
授
会

5 

水 

通
信
冬
季
研
究
発
表
会

13 

木 

教
授
会

21 

金 

報
恩
日（
午
後
休
講
）

25 

月 

冬
季
休
業
開
始

海
外
か
ら
の
訪
問

（
平
成
30
年
７
月
～
11
月
末
）

7
月
21
日 

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
国
際
日
本
文
化
学
園

 

鬼
一
二
三
理
事
長　

7
月
25
日 

東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究

 

セ
ン
タ
ー
西
村
英
俊
事
務
総
長

10
月
18
日 

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
国
際
日
本
文
化
学
園

 

か
ら
学
生
2
名

10
月
26
日 

在
大
阪
・
神
戸
イ
ン
ド
Ｂ
．シ
ャ
ム

 

総
領
事　

10
月
9
日
～
22
日
の
期
間
、MO

U

提
携
校
で
あ

る
タ
イ
国
立
ラ
チ
ャ
モ
ン
コ
ン
・
ラ
タ
ナ
コ
シ
ン
工

科
大
学（R

M
U

T
R

）と
共
同
で
、タ
イ
の
高
校
生

を
対
象
と
し
た「
訪
日
・
高
野
山
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

二
〇
一
八
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。RM

U
TR

日
本

語
学
科
の
教
員
が
引
率
し
、タ
イ
国
内
の
五
つ
の
高

校
か
ら
日
本
に
興
味
を
持
つ
十
二
名
の
タ
イ
人
高

校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
密
教
や
日
本
の
歴
史
・
文
化
に

関
す
る
授
業
を
受
講
し
た
り
、高
野
山
内
の
寺
院
・

施
設
を
見
学
し
た
り
し
て
2
週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
修
了
し
ま
し
た
。ま
た
、高
野
山
内
の
皆
様
の
ご

協
力
を
賜
り
、さ
ざ
波
で
和
菓
子
作
り
、角
濱
で
ご

ま
豆
腐
作
り
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、参
加
者
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。RM

U
TR

と
本
学
と
は
二
〇
一
六
年
に

M
O

U

を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。今
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
結
実
し
、タ
イ
と
の
つ
な
が
り
が
永
く
続
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｂシャム在大阪・神戸インド総領事

タイ人高校生

寄
付
金
御
礼

＊
順
不
同　

敬
称
略　

平
成
30
年
度　

宗
教
行
事

平
成
30
年
６
月
～
10
月
末
日

硲　
　

俊
之
様 

二
万
円

市
川　

善
博
様 

一
万
円

佐
藤　

隆
彦
様 

十
万
円

永
田　

貴
久
様 

四
十
万
円

（
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
性
子
治
療
セ
ン
タ
ー
）

高
橋　

祐
純
様 

一
万
円

大
北　

哲
也
様 

五
万
円

後
藤　

芳
一
様（
機
械
振
興
協
会
） 

十
万
円

夏
期
集
団
加
行

平
成
30
年
8
月
5
日
～
9
月
22
日

伝
法
灌
頂

平
成
30
年
11
月
１
日

報
恩
日
・
高
野
山
物
故
者
追
悼
法
会

平
成
30
年
11
月
21
日

報
恩
日

平
成
30
年
12
月
21
日

春
期
集
団
加
行

平
成
31
年
2
月
下
旬
～
3
月
上
旬

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

渡航前・金剛峯寺新別殿にて外国人にインタビュー
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高
野
山
大
学
総
合
学
術
機
構
︵
図
書
館
・
密
教
文
化
研
究
所
︶
課
長
・

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員 

木
下 

浩
良

本
学
の
淵
源
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
宗
祖

弘
法
大
師
空
海
の
高
野
山
開
創
に
求
め
ら
れ

る
が
、近
代
的
な
学
校
と
し
て
は
、明
治
2
年

（
1
8
6
9
）開
学
の
高
野
山
講こ

う
が
く
し
ょ

学
所
が
そ
の
始

ま
り
で
あ
る
。そ
の
後
、高
野
山
講
学
所
は
高
野

山
小し

ょ
う
き
ょ
う
い
ん

教
院
・
高
野
山
大
学
林
と
変
遷
を
辿
り
、さ

ら
に
明
治
19
年（
1
8
8
6
）古
義
大
学
林
と
し

て
開
校
を
迎
え
た
。本
学
で
は
、そ
の
古
義
大
学

林
の
開
校
の
年
を
創
立
の
一
年
目
と
位
置
づ
け
て

い
る
。

古
義
大
学
林
は
、明
治
18
年（
1
8
8
5
）の
真

言
宗
本
末
大
会
議
に
お
い
て
、学
制
が
改
革
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
た
学
校
で
あ
っ
た
。真
言

宗
内
の
各
所
に
あ
っ
た
大
学
林
は
全
て
廃
校
と

し
、宗
立
の
古
義
大
学
林
と
新
義
大
学
林
を
開
校

す
る
と
決
し
た
の
で
あ
っ
た
。古
義
派
の
僧
侶
に

な
る
も
の
は
、高
野
山
の
古
義
大
学
林
へ
入
学
を

義
務
付
け
し
た
の
で
あ
っ
た
。そ
の
背
景
に
は
、明

治
19
年
の
明
治
政
府
に
よ
る
帝
国
大
学
令
・
中
学

校
令
・
小
学
校
令
・
師
範
学
校
令
の
公
布
が
あ
っ

た
。こ
の
近
代
学
校
制
度
の
確
立
の
中
で
、古
義

大
学
林
は
で
き
た
の
で
あ
る
。古
義
大
学
林
開
校

以
前
に
寺
院
の
住
職
と
な
っ
た
者
で
も
、た
と
え

野や
た
く沢

本
山
の
住
職
で
あ
っ
て
も
、必
ず
大
学
林
へ

編
入
す
べ
し
と
し
た
。古
義
大
学
林
に
は
、学
階

に
応
じ
る
色し

き
え衣

具ぐ
じ
ょ
う
け
ん

状
権
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。古

義
大
学
林
の
学
長
の
こ
と
を
、総そ

う
り理

と
称

し
て
い
た
。総
理
は
高
野
山
寺
務
検
校
が
そ
の

役
を
兼
ね
、古
義
大
学
林
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
。

副
総
理
は
2
名
で
、宝ほ

う
し
ょ
う
い
ん

性
院（
宝ほ

う
も
ん門

）と
無む

り
ょ
う量

寿じ
ゅ
い
ん院（

寿じ
ゅ
も
ん門

）の
門
主
が
務
め
た
。初
代
総
理

は
獅
岳
快
猛
師
で
あ
っ
た
。同
師
は
、文
化
10
年

（
1
8
1
3
）長
州
藩
の
支
藩
の
長ち

ょ
う
ふ
は
ん
し

府
藩
士
の

森
脇
氏
の
子
と
し
て
出
生
す
る
。幼
く
し
て
、

山
口
県
下
関
市
の
真
言
宗
の
古
刹
神し

ん
じ
ょ
う
じ

上
寺（
毛

利
藩
主
の
保
護
を
受
け
3
0
0
石
を
賜
わ
る
。

西
の
高
野
と
称
さ
れ
る
）に
入
る
。文
政
8
年

(

1
8
2
5)

12
歳
で
高
野
山
に
登
り
、成
福
院
衆

坊
に
入
り
、龍
光
院
に
堂
宿
し
て
、修
行
30
年
に

及
ん
だ
。安
政
2
年(

1
8
5
5)

42
歳
に
し
て
西

禅
院
の
住
職
と
な
り
、明
治
12
年（
1
8
7
9
）金

剛
峯
寺
第
3
8
3
世
座
主
、同
17
年（
1
8
8
4
）

高
野
山
第
3
8
4
世
寺
務
検
校
執
行
法
印
に
昇

進
し
て
、同
年
の
弘
法
大
師
1
0
5
0
回
御
忌
に

際
し
大
導
師
を
勤
め
た
。同
21
年(

1
8
8
8) 

引
摂
・
等
持
両
院
を
兼
務
し
、無
量
寿
院
の
門
主

と
な
っ
た
。同
22
年（
1
8
8
9
）7
月
18
日
遷

化
、77
歳
で
あ
っ
た
。同
師
は
法
を
重
ん
じ
る
こ

と
深
く
、「
東
西
の
招
請
に
応
じ
て
未
だ
嘗
て
辞

避
せ
ず
、随
っ
て
化け

え
ん縁

天
下
に
洽あ

ま

ね
く
」と
さ
れ

た
高
徳
で
あ
っ
た
。明
治
の
元
勲
の
伊
藤
博
文
と

は
、同
郷
の
関
係
か
ら
親
交
が
深
か
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他
、古
義
大
学
林
の
教
師
と
し
て
は
、

佐さ
え
き伯

旭き
ょ
く
が雅

・
楠

く
す
の
き
ぎ
ょ
く
た
い

玉
諦
・
浦う

ら
が
み
り
ゅ
う
お
う

上
隆
応
・
密み

つ
も
ん
ゆ
う
は
ん

門
宥
範
・

鎌か
ま
た
か
ん
の
う

田
観
応
な
ど
の
学
匠
が
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
。

ま
さ
に
、綺
羅
星
の
教
授
陣
で
あ
っ
た
。

同窓会だより 第54号 高
野
山
大
学
歴
代
総
理・学
長

第
1
回

初
代
総
理 

獅し
が
く岳

快か
い
み
ょ
う猛

師

宗
教
教
育
部
Ｏ
Ｂ
会

高
野
山
大
学
宗
教
教
育
部
Ｏ
Ｂ
会
で

は
、第
13
回
総
会
を
平
成
30
年
５
月
24
日

（
木
）～
25
日（
金
）に
姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
致

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
事
業
報
告
、決
算
報
告
に
続

き
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、会
長
の
多
門
誓

信
師
が
顧
問
に
、新
会
長
に
近
藤
大
玄
師

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
近
藤
新
会
長
に
よ
る
阿
字

観
の
実
習
が
行
わ
れ
、皆
、真
剣
に
取
り
組

み
ま
し
た
。懇
親
会
で
は
学
生
時
代
の
思
い

出
話
や
ゲ
ー
ム
大
会
で
盛
り
上
が
り
有
意

義
な
一
晩
を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
25
日
は
新
し
く
な
っ
た
姫
路
城
や
好

古
園
を
散
策
し
、名
物
ア
ナ
ゴ
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
、次
回
は
２
年
後
神
戸
で
の
総
会

を
約
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

参
加
者（
順
不
同
・
敬
称
略
）

宮
地
甫
守
、野
條
泰
圓
、黒
井
泰
然
、米
田

弘
明
夫
妻
、丸
井
弘
亘
、多
門
誓
信
、東
郷

俊
孝
、松
岡
優
、近
藤
大
玄
、奥
迫
正
覚
、小

野
現
象
、竹
原
祐
乘
、衣
笠
宥
清
、丸
尾
良

然
、明
井
教
玄
、表
江
浩
子
、伊
藤
尚
人
、荒

谷
隆
光
、丸
山
泰
観
、今
井
久
美
子
、竹
内

崇
真

（
事
務
局
長　

明
井
教
玄　

記
）

ご 

挨 

拶
同
窓
会
長　

鐘
ヶ
江
尊
明

高
野
山
大
学
同
窓
会
々
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
ご
清
祥
の
段
慶
賀
に

存
じ
上
げ
ま
す
。

母
校
並
び
に
同
窓
会
活
動
に
つ
き
ま

し
て
は
常
日
頃
よ
り
物
心
両
面
に
亘
り

ご
支
援
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、同
窓
会
長
南
院
御
住
職
内

海
照
隆
僧
正
と
役
員
の
皆
様
の
ご
推
挙

に
よ
り
、平
成
30
年
度
の
総
会
に
お
い
て

同
窓
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。浅
学

菲
才
の
身
で
す
が
、本
学
の
た
め
に
誠
心

誠
意
努
め
る
つ
も
り
で
す
。皆
様
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
地
元
で
も
平
成
24
年
に
九
州
支

部
を
立
ち
上
げ
、本
年
で
第
７
回
支
部
総

会
を
開
催
し
九
州
を
一
巡
し
ま
し
た
。全

国
に
通
信
教
育
課
程
の
支
部
を
入
れ
て

22
支
部
が
活
動
し
て
い
ま
す
。会
員
各
位

の
ご
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。ち
な
み
に
九
州
支
部
に
は
名

簿
上
は
６
４
０
人
で
、支
部
会
費（
２
千

円
）を
送
っ
て
く
れ
る
会
員
が
１
５
０
人

い
ま
す
。

宗
祖
弘
法
大
師
が
高
野
山
を
開
創
さ

れ
た
本
意
は
弟
子
の
育
成
で
あ
り
、高
野

山
大
学
が
あ
っ
て
の
学
山
高
野
で
あ
り

ま
す
。創
立
１
３
２
年
を
迎
え
る
私
共
の

母
校
も
、時
の
変
化
、少
子
化
な
ど
の
波

に
の
ま
れ
、経
営
は
危
機
的
状
況
が
長
く

続
い
て
お
り
ま
す
。通
信
教
育
課
程
・
難

波
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
・
留
学
生
な
ど
、私

の
在
学
中（
昭
和
42
年
卒
）に
は
考
え
ら

れ
な
い
方
面
に
道
を
つ
け
て
、宗
団
と
学

園
当
局
が
努
力
中
で
す
が
、根
本
的
解
決

に
は
ほ
ど
遠
い
感
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
少
し
で
も
同
窓
生
と
し
て
応

援
で
き
る
と
す
れ
ば
、高
野
山
大
学
の
学

報
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に﹁
寄
付
金
の
お
願

い
﹂が
出
て
お
り
ま
す
。高
野
山
大
学
で

は
同
窓
生
を
は
じ
め
皆
様
か
ら
の
寄
付

金
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。頂
戴
い
た
し

ま
し
た
寄
付
金
は

一
、大
学
の
設
備
・
備
品
費
な
ど
の
諸
経

費

二
、地
域
と
の
連
携
事
業
の
経
費

三
、学
習
・
就
職
支
援
室
の
活
動
費

な
ど
に
用
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。こ

の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方

は
、高
野
山
大
学
総
務
課（
０
７
３
６
丨

５
６
丨
２
９
２
１
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。大
学
か
ら
寄
付
申
込
書
・
振
替
用
紙

を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
度
は
三
ヶ
所
の
支
部
総
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、皆
様
に
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
参
加
で
き

る
支
部
総
会
の
時
に
も
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
領
収

証
と
所
得
税
控
除
の
証
明
証
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。ふ
る
さ
と
納
税
み
た
い
な
お

返
し
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、ま
ご
こ
ろ
の
こ

も
っ
た
礼
状
が
ま
い
り
ま
す
。

同
窓
会
は
、今
後
と
も
支
部
組
織
の

充
実
に
努
め
、母
校
の
教
育
活
動
の
一
助

と
な
る
べ
く
活
動
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。

母
校
あ
っ
て
の
同
窓
会
で
す
。会
員
諸

兄
姉
の
更
な
る
ご
支
援
を
切
に
願
い
上

げ
ま
す
。

合
掌

宗教教育部ＯＢ会

2019年度同窓会総会のご案内

ーお申し込み先ー 高野山大学同窓会 TEL：0736-56-2921（内線112）
FAX：0736-56-2746　E-mail：dosokai@koyasan-u.ac.jp

日　　時

2019年５月28日（火）
『総　会』 午後３時～
『懇親会』 午後４時３０分～（会費５千円）

場　　所

於 高野山大学

2019年５月28日（火）、高野山大学同窓会総会は昨年に引き続き高野山での開催となります。
奮って総会にご参集いただき、闊達な議論とともに旧交を温め、在学生との交流を深めていただければと存じます。
詳しい内容につきましては、追ってホームページでお知らせします。同窓会皆様のご参加をお願い申し上げます。

出席者人数を確認致したく存じますので、４月２6日（金）までにお申し込みくださいますようお願い申し上げます。
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高
知
支
部
総
会

平
成
30
年
５
月
25
日（
金
）、高
知
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、高
知
支
部
の
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
法
楽
、増
田
全
英
支
部
長
に
よ
る
開

会
の
辞
、飛
鷹
全
法
同
窓
会
事
務
長
の
ご

挨
拶
の
の
ち
、出
席
者
一
人
ひ
と
り
に
よ
る

自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、和
気
藹
々
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、円
滑
に
議
事
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

総
会
の
最
後
に
は
、南
昌
宏
教
授
よ
り

高
野
山
大
学
の
現
況
に
関
し
て
の
ご
報
告

が
あ
り
、出
席
者
か
ら
も
多
く
の
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
、み
な
で
一
丸
と
な
っ
て
母
校

を
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
確
認

い
た
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、世
代
間

の
垣
根
を
越
え
て
近
況
を
報
告
し
合
い
、祖

山
で
過
ご
し
た
日
々
の
懐
か
し
い
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。校
歌
を
全
員
で

合
唱
し
て
散
会
。

な
お
、高
知
支
部
設
立
時
よ
り
副
支
部

長
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
上
月
信
英

師
の
ご
遷
化
に
と
も
な
い
、高
橋
成
暢
師
が

副
部
長
に
就
任
。上
月
師
の
ご
遺
徳
を
偲

び
、ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局　

川
﨑
一
洸　

記
）

昭
和
33
年
卒
業
同
窓
会

昭
和
29
年
に
入
学
し
た
学
友
７
名
と
家

族
が
参
加
し
た
久
し
振
り
の
同
窓
会
は
、平

成
30
年
５
月
25
日（
金
）午
後
６
時
か
ら
、

高
野
山
・
無
量
光
院
で
開
催
し
ま
し
た
。

懇
親
会
に
先
立
ち
、助
野
幹
事
よ
り
学

友
物
故
者
20
名
の
名
簿
が
配
布
さ
れ
、１

分
間
の
黙
祷
を
行
い
、又
、高
野
山
大
学
同

窓
会
か
ら
の
祝
詞
と
祝
儀
の
披
露
が
あ
り

ま
し
た
。

引
き
続
き
、佐
々
木

俊
師
の
歓
迎
の
挨

拶
と
乾
杯
の
音
頭
が
あ
り
、会
食
と
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。会
食
中
、本
日
欠
席
の
学

友
の
ハ
ガ
キ
の
披
露
と
近
況
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

宿
泊
し
た
無
量
光
院
の
朝
の
勤
行
は
、

10
数
名
の
僧
侶
に
よ
り
約
１
時
間
30
分
厳

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。物
故
者
個
々
の
追
福

菩
提
を
祈
念
し
ま
し
た
。

当
院
に
宿
泊
し
て
い
た
全
員（
外
国
の

方
々
も
）が
参
加
し
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、イ
タ
リ
ア
人
の
僧
侶
ク
ル
ド
キ
ュ
ブ

リ
師
の
個
室
に
15
名
が
招
か
れ
、お
茶
・
お

菓
子
・
コ
ー
ヒ
ー
等
の
接
待
を
受
け
、有
意

義
な
法
話
と
楽
し
い
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
朝
食
を
と
り
、香
積
幹
事
よ
り

挨
拶
が
あ
り「
今
回
で
同
窓
会
を
終
了
す

る
予
定
で
し
た
が
、今
後
も
是
非
開
催
し
て

欲
し
い
と
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。次
回

を
楽
し
み
に
し
て
…
」と
、惜
し
み
な
が
ら

散
会
し
ま
し
た
。

出
席
者（
順
不
同
・
敬
称
略
）

香
積
弘
晟
、佐
々
木
宥
盛
、助
野
祐
信（
以

上
夫
人
同
伴
）、安
芸
昌
憲
、黒
井
泰
然
、

佐
々
木

俊
、田
中
寛
孝

（
幹
事　

助
野
祐
信　

記
）

北
海
道
支
部
総
会

平
成
30
年
６
月
５
日（
火
）午
後
５
時
か

ら
、札
幌
市
・
ジ
ャ
ス
マ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
に
お
い
て
北
海
道
支
部
の
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

乾
龍
仁
学
長
よ
り
学
園
の
現
況
報
告
を

含
め
た
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。母
校
愛
に

溢
れ
た
同
窓
生
各
位
に
、今
後
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
仰
ぎ
、短
い
時
間
で
は

有
り
ま
し
た
が
、和
や
か
な
内
に
も
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
事
務
局　

油
屋
泰
澄　

記
）

二
三
の
会

高
野
山
大
学
第
二
・
三
回
卒
業
生
を
中

心
に
集
う「
二ふ

み三
の
会
」で
は
、１
９
７
３
年

以
来
定
期
的
に
毎
年
６
月
初
旬
に
同
窓
会

を
開
催
し
、学
友
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い

る
が
、今
回
は
第
46
回
目
の
集
い
を
去
る
６

月
８
日（
金
）～
９
日（
土
）両
日
に
亘
り
、

兵
庫
県
有
馬
温
泉
の
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

高
大
同
窓
会
の
中
で
も
最
大
の
規
模
を

誇
る「
二
三
の
会
」同
窓
も
、卒
壽
に
間
近
い

年
輪
と
な
り
、既
に
48
名
が
法
身
の
里
に

入
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
全
国
各
地
や
米
国
か
ら
15
師
が

参
加
し
、大
多
賀
実
忍
師
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、終
身
幹
事
を
つ
と
め
る
長
原
敬
峰
師
の

歓
迎
挨
拶
に
続
い
て
、山
本
宣
昭
師
の
経
頭

で
心
経
一
巻
を
読
誦
し
て
学
友
物
故
者
の

追
福
を
祈
り
、上
西
孝
道
師
の
音
頭
で
校

歌
・
逍
遙
歌
を
斉
唱
し
、宮
田
諦
詮
師
の
発

声
で
乾
杯
、懇
親
会
に
移
り
山
海
の
珍
味

に
舌
打
ち
な
が
ら
終
戦
直
後（
昭
和
28
年

前
後
）学
生
時
代
の
思
い
出
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

翌
９
日
は
、長
原
幹
事
の
自
坊
・
神
戸
市

名
谷
の
転
法
輪
寺
に
移
動
し
、新
年
早
朝

に
急
逝
さ
れ
た
愛
妻
、長
原
孔
子
夫
人
並

び
に
学
友
物
故
者
の
追
悼
会
を
山
口
耕
榮

前
官
導
師
の
下
、一
同
理
趣
経
を
奉
読
し
、

故
人
、生
前「
二
三
の
会
」へ
の
献
身
的
奉
仕

に
深
謝
し
、冥
福
菩
提
を
祈
り
ま
し
た
。

追
悼
後
、最
寄
り
の
神
楽
レ
ス
ト
ラ
ン

で
昼
食
の
後
、杉
井
永
明
師
の
謝
辞
を

以
っ
て
閉
会
。明
年
は
平
尾
隆
信
師
と
常

任
幹
事
の
当
番
で
再
会
を
約
し
、四
年
後

(

２
０
２
２
年)

の
第
50
回
を
目
途
に
会
員

全
員
の
健
勝
を
念
じ
散
会
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
今
春
ま
で
に
左
記
の
６
師
が

法
身
の
里
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

浜
川
信
純(

90)

・
河
西
密
雄(

87)

・
盛
田

実
栄(

87)

・
三
野
密
雄（
87
）・
松
浦
円
明

(

88)

・
高
橋
耕
文(

88)　

丨
祈
哀
悼
丨

今
回
は
特
に
常
任
幹
事
の
妻
・
孔
子
さ

ん
の
逝
去
を
悼
み
、故
人
が
愛
し
た
昴(

谷

村
新
司
作
曲)

を
上
西
孝
道
師
が
美
声
を

麗
し
、宮
田
師
は
岡
晴
夫
の
名
曲「
泣
く
な

小
鳩
よ
」を
唱
っ
て
幹
事
を
慰
め
ま
し
た
。

「
旅
は
は
る
ば
る　

果
て
な
い
と
て
も　

呼

べ
ば
届
く
よ　

夜
毎
の
夢
に　

思
い
出
し

た
ら
祈
ろ
じ
ゃ
な
い
か　

冬
き
ぬ
昔
を　

ひ
と
た
び
を
…
」

参
加
者（
順
不
同
・
敬
称
略
）

山
本
宣
昭
、平
尾
隆
信
、三
星
光（
以
上
夫

人
同
伴
）、杉
井
永
明
、山
口
耕
榮
、宮
田
諦

詮
、大
多
賀
実
忍
、今
村
寛
玄
、教
海
俊
應
、

上
西
孝
道
、長
原
敬
峰

（
宮
田
諦
詮　

記
）

音
楽
部
Ｏ
Ｂ
懇
親
会

音
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
・
秋
山
英
正
会
長（
昭
和

58
年
入
学
）の
招
集
に
よ
り
、今
年
も
平
成

30
年
６
月
９
日（
土
）、高
野
山
大
学
音
楽

部
Ｏ
Ｂ
懇
親
会
を
香
川
県
高
松
市（
中
華

料
理
・
山
水
）に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
で
３
回
目
の
開
催
で
あ
り
、在
学
中

音
楽
部
活
動
に
ご
支
援
ご
指
導
賜
り
ま
し

た
桐
村
正
昭
師
を
お
迎
え
し
、関
係
有
縁
の

７
名
が
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。今
回
も
高
野

山
大
学
同
窓
会
よ
り
ご
祝
儀
を
頂
戴
し
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

音
楽
部
Ｏ
Ｂ
懇
親
会
で
は
継
続
的
に
懇

親
会
を
開
催
し
つ
つ
、で
き
る
限
り
輪
を
広

げ
、い
ず
れ
ラ
イ
ブ
を
開
催
出
来
れ
ば
と
夢

見
て
お
り
ま
す
。今
回
は
出
席
者
各
位
か
ら

ラ
イ
ブ
開
催
の
ご
意
見
を
頂
き
、来
年（
平

成
31
年
中
）に
は
小
規
模
で
も
高
野
山
も
し

く
は
高
野
山
近
郊
で
の
ラ
イ
ブ
開
催
を
目

標
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
、報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
高
野
山

大
学
在
学
中
に
音
楽
部
活
動
に
ご
参
加
さ

れ
ま
し
た
同
窓
の
皆
様
に
も
Ｏ
Ｂ
懇
親
会

を
開
催
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、今
後
の
懇
親
会
、ラ
イ
ブ
開
催
に
是
非

と
も
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　合

掌

出
席
者（
順
不
同
・
敬
称
略
）

桐
村
正
昭
、松
尾
道
隆
、秋
山
英
正
、秋
山
紳

也
、井
上
隆
心
、奥
川
純
浩
、富
田
向
真

（
報
告
・
連
絡
係 

井
上
隆
心
、富
田
向
真
）

和
歌
山
支
部
総
会

高
野
山
大
学
同
窓
会
和
歌
山
支
部
で

は
、平
成
30
年
６
月
23
日（
土
）午
後
１
時

30
分
よ
り
、和
歌
山
市
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
２

階
多
目
的
室
に
お
い
て
総
会
並
び
に
公
開

講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、ま
ず

午
後
２
時
か
ら
一
般
の
方
々
を
交
え
、公
開

講
座
を
開
講
。高
野
山
大
学
文
学
部
教
授

松
長
恵
史
先
生
を
お
招
き
し「
海
洋
交
易

路
に
お
け
る
密
教
の
流
伝
」と
題
し
多
数
の

画
像
デ
ー
タ
を
駆
使
さ
れ
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。１
７
０
０
も
の
島
々
か
ら
な
り

80
の
言
語
・
部
族
の
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

残
る
多
く
の
密
教
尊
像
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」の
存
在
を
ご
教
示

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、午
後
３
時
45
分
か
ら
支
部
総

会
を
開
催
。塩
谷
光
隆
支
部
長
挨
拶
に
続

き
、乾
龍
仁
学
長
な
ら
び
に
飛
鷹
全
法
同

窓
会
事
務
長
よ
り
大
学
の
現
状
と
展
望
を

交
え
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。

続
い
て
、前
年
度
事
業
決
算
報
告
・
本

年
度
事
業
計
画
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、左
記
の
通
り
新
役
員
が
選
出
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
支
部
長
】柳
瀬
智
明

【
副
支
部
長
】丸
井
弘
亘
・
芝
本
和
己

【
監
事
】井
本
大
雅
・
宮
本
隆
雅

【
顧
問
】塩
谷
光
隆
・
伊
南
陽
弘

【
会
計
】西
山
泰
隆

【
理
事
】伊
南
慈
久
・
上
田
光
崇
・

　
　
　

織
田
康
隆
・
加
藤
大
恵
・

　
　
　

阪
口
隆
祥
・
島
田
弘
恭
・

　
　
　

高
瀬
智
教
・
橋
本
真
人
・

　
　
　

宮
崎
諦
寛
・
柳　

博
雅

【
事
務
局
長
】高
岸
隆
光

【
事
務
局
補
佐
】栗
生
誠
悟
・
安
念
邦
賢

ま
た
、総
会
終
了
後
、懇
親
会
を
行
い
、

乾
学
長
と
松
長
先
生
に
も
ご
臨
席
い
た
だ

き
、和
や
か
に
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

高
岸
隆
光　

記
）

昭
和
44
年
卒
業
生
同
窓
会

樹
々
の
緑
が
深
く
な
る
梅
雨
の
晴
れ
間

に
、高
野
山
大
学
昭
和
44
年
卒
業
生
同
窓

会
が
去
る
６
月
11
日(

月)

～
12
日(

火)

に

亘
り
、倉
敷
市
・
倉
敷
ロ
イ
ヤ
ル
ア
ー
ト
ホ

テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、21
名
が
参
加
し

た
。当

日
は
地
元
の
金
山
真
澄
代
表
幹
事
と

岡
山
一
同
幹
事
の
も
と
、岡
部
義
典
会
長
の

挨
拶
で
開
会
し
、そ
の
後
、我
々
の
仲
間
高

野
山
大
学
同
窓
会
会
長
の
内
海
照
隆
師
の

乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
に
移
り
、学
生
時

代
の
話
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。途
中
に
は
皆
木

師
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
会
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

翌
日
は
、倉
敷
美
観
地
区
を
散
策
し
、

星
野
仙
一
記
念
館
で
は
星
野
投
手
の
偉
大

だ
っ
た
一
面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。大
原
美
術
館
も
拝
観
し
ま
し
た
。

参
加
者（
順
不
同
・
敬
称
略
）

阿
形
良
崇
、荒
尾
智
章
、石
川
和
則
、岡
部

義
典
、生
地
清
祥
、金
山
真
澄
、川
井
道
雄
、

近
藤
堯
寛
、佐
川
弘
海
、新
城
真
尚
、田
中

常
信
、高
梨
晃
瑞
、主
原
啓
隆
、藤
井
弘
範
、

松
本
法
雄
、堀
井
隆
海
、宮
内
誠
應
、皆
木

淳
勝
、吉
沢
宥
遵
、内
海
照
隆
、上
山
雄
慈

（
代
表
幹
事　

金
山
真
澄　

記
）

昭
和
38
年
入
学
同
期
会

６
月
16
日（
土
）～
17
日（
日
）、九
州
の

当
番
で
武
雄
市
・
武
雄
温
泉「
東
洋
館
」に

於
い
て
、午
後
６
時
30
分
か
ら
同
期
会
を
開

催
し
ま
し
た
。お
互
い
近
況
を
語
り
合
い
、

二
次
会
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、県
立
九
州
陶
磁
器
文
化
会
館

を
見
学
し
、宮
内
庁
御
用
達
の
深
川
製
磁

チ
ャ
イ
ナ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
後
、各
々
買

い
物
を
楽
し
み
午
後
３
時
に
解
散
し
ま
し

た
。

参
加
者（
順
不
同
・
敬
称
略
）

江
頭
弘
勝
夫
妻
、鬼
本
文
夫
夫
妻
、鐘
ヶ
江

尊
明
夫
妻
、金
原
祥
文
、小
松
原
雅
康
、菅

梅
素
弘
夫
妻
、鈴
木
賢
浄
夫
妻
・
絢
也
、田

中
真
瑞
、多
門
誓
信
夫
妻
、中
島
真
隆
夫

妻
、林
智
敬
夫
妻
、藤
村
隆
淳

（
世
話
人　

江
頭
弘
勝　

記
）

広
島
県
同
窓
会

平
成
30
年
７
月
４
日（
水
）尾
道
の
老
舗

旅
館
・
西
山
別
館
に
て
、第
35
回
広
島
県
同

窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
県
同
窓
会
会
長
の
照
明
寺
・
髙
塩

光
淳
大
僧
正
、同
県
同
窓
会
事
務
長
の
大

師
寺
・
濵
田
公
璽
僧
正
、そ
し
て
中
堅
・
若

手
・
新
人
の
面
々
、ま
た
大
学
か
ら
は
乾
龍

仁
学
長
を
は
じ
め
飛
鷹
全
法
同
窓
会
事
務

長
の
２
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、総
勢
20

同窓会だより 第54号

二三の会

音楽部ＯＢ懇親会

和歌山支部総会

昭和44年卒業生同窓会

広島県同窓会

昭和38年入学同期会

昭和３３年卒業同窓会

北海道支部総会
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山
地　

康
照

山
地　

弘
純

山
田　

恵
昭

山
田　

泰
雄

山
本　

剛
補

山
本　

宣
昭

湯
口　

宥
彦

吉
尾　

睦
夫

米
田　

宗
玄

若
林　

義
導

和
多　

秀
乘

和
多　

眞
乘

渡
邊　

貴
道

渡
邊　

美
佳

［
奈
良
県
］

上
田　

廣
祐

金
森　

光
瑞

北
川　

慈
照

古
渕　

文
章

坂
口　

隆
宏

鈴
木　

貴
晶

田
尾　

秀
寛

髙
畑　

公
信

田
中　

真
瑞

永
田　

善
弘

奈
良　

雅
弘

平
岡　

晋
輔

松
井　

隆
明

山
下　

真
弘

山
田　

隆
史

吉
田　

智
照

［
高
野
山
］

東　
　

伸
光

稲
葉　

法
研

内
海　

照
隆

木
下　

清
美

木
下　

明
道

近
藤　

大
玄

近
藤　

本
淳

齋
藤　

天
譽

齋
藤　

醸 

一

佐
伯　

公
隆

佐
伯　

公
応

山
東　

幸
雅

添
田　

隆
昭

高
岡　

真

高
岡　

晴

竹
内　

崇
雄

田
島　

聖
章

田
島　

聖
基

豊
田　

高
暢

仲
下　

瑞
法

中
西　

啓
寶

中
西　

雄
泰

野
田　

祐
治

土
生
川
正
道

土
生
川
正
賢

土
生
川
知
永

藤
田　

光
寛

松
長　

有
慶

道
上　

和
弘

宮
﨑　

惠
仁

宮
島　

基
行

宮
武　

眞
雄

目
黒　

寿
典

山
口　

耕
榮

［
和
歌
山
県
］

相
田　

英
伸

東　
　

智
學

安
念　

清
邦

石
神　

正
浩

稲
垣　

泰
秀

岩
橋　

哲
也

上
田　

光
崇

上
田　

智
照

生
地　

清
祥

沖
見　

優
寛

織
田　

康
照

笠
原　

貴
雄

栗
生　

誠
悟

小
谷　

典
子

紺
田　

昌
隆

佐
伯　

行
眞

阪
口　

隆
俊

阪
口　

隆
祥

佐
々
木

俊

佐
々
木
孝
雄

鈴
間　

敬
隆

高
瀬　

定
弘

高
瀬　

智
教

龍
田　

哲
史

瑞
樹　

正
哲

田
村　

耕
也

鶴
田　

隆
寛

冨
田　

全
紀

中
原　

慈
良

中
村　

弘
明

西
山　

宝
性

橋
本　

真
人

林　
　

美
朗

春
田　

宗
慶

肥
田　

邦
道

福
西　

勝
久

藤
木　

龍
幸

松
井　

憲

丸
井　

弘
亘

和
田　

浩
明

［
鳥
取
県
］

生
田　

公
厳

木
村　

宥
泉

倉
信　

隆
忍

櫻
井　

宥
祥

田
中　

英
智

寺
谷　

光
永

徳
岡　

弘
昭

平
井　

弘
文

［
島
根
県
］

大
槻　

寛
長

金
田　

範
由

口
羽　

秀
典

高
木　

訷
元

高
橋　

英
康

茶
円　

宥
勝

西
蔭　

孝
尚

宮
川　

晋 

一

［
岡
山
県
］

浅
浪　

康
延

明
楽　

昇
應

石
原　

伸
俊

井
上　

敏
彰

井
上　

隆
心

今
村　

寛
玄

岩
﨑　

増
英

上
西　

孝
道

上
西　

隆
全

大
橋　

聖
本

小
田　

健
杖

越
智　

淳
仁

小
野
田
勝
範

小
野
田
由
三
子

加
賀
尾
臨
斎

加
賀
尾
直
子

鏡
原　

正
憲

梶
川　

義
海

片
岡　

隆
道

金
山　

真
澄

亀
井
山
俊
光

亀
井
山
真
澄

川
村　

光
雅

岸
越　

秀
明

北
村　

増
紹

雲
井　

昭
伝

黒
井　

泰
然

小
笹　

全
照

小
笹　

雄
全

込
山　

光
仁

近
藤　

久
應

佐
藤　

泰
三

佐
宮　

光
基

滋
沢　

弘
応

滋
澤　

弘
典

釋　
　

義
明

杉
井　

永
明

高
峰　

秀
光

高
宮　

浩
彰

瀧
山　

光
俊

田
口　

浩
之

詫
間　

清
周

詫
間　

順
章

詫
間　

智
章

竹
井　

成
範

竹
井　

智
隆

竹
井　

真
里

多
田　

増
鑑

多
田　

雅
博

多
田
嘉
代
子

田
野　

隼
人

津
下　

光
祐

津
守　

密
乗

坪
井　

綾
広

坪
井　

全
広

照
井　

清
淳

豊
福　

晃
正

中
村　

弘
榮

西　
　

祐
信

野
條　

泰
圓

教
海　

俊
應

橋
本　

高
諄

橋
本　

明
禅

長
谷
川
俊
行

服
部　

精
村

林　
　

孝
祥

久 

一　

国
幹

表
江　

智
彦

表
江　

浩
子

福
田
寺
全
侑

福
田
寺
全
亘

藤
井　

弘
範

藤
井　

秀
範

増
井　

厚
博

松
井　

大
祥

松
井　

大
圓

松
本　

文
秀

松
本　

義
正

真
西　

禧
範

丸
尾　

良
然

三
毛
門
宥
賢

宮
地　

甫
守

宮
寺　

密
正

村
田　

隆
禅

本
山　

明
海

山
本　

隆
教

横
谷　

公

鷲
峰　

央
恭

和
田　

捷
海

［
広
島
県
］

石
田　

博
彦

岩
本　

礼
子

大
石　

峯
裕

大
津　

浩
俊

大
塚　

敬
子

片
山　

尊
之

亀
山　

修
幸

亀
山　

大
路

國
金　

伯
竹

児
玉　
　

充

小
林　

海
暢

坂
田　

達
巳

菅
梅　

行
恭

菅
梅　

素
弘

菅
梅　

弘
順

高
田　

勧
裕

高
田　

律
子

多
田　

義
信

常
廣　

淑
子

中
島　

真
隆

藤
井　

正
純

二
畠　

正
博

馬
郡　

弘
英

松
田　

光
永

門
田　

了
敬

［
山
口
県
］

木
本　

法
秀

鈴
木　

悟
文

田
中　
　

彰

福
嶋　

弘
祐

村
上　

保
壽

［
徳
島
県
］

明　
　

伸
賢

荒
尾　

智
章

荒
木　

義
典

今
川　

泰
伸

大
塚　

弘
師

大
西　

秀
城

大
西　

智
城

岡
津　

應
淳

岡
部　

義
典

尾
本　
一 

郎

笠
井　

法
真

木
村　

正
知

久
米　

秀
生

近
藤　

善
教

佐
伯　

英
雄

庄
野　

光
昭

曽
我
部
大
晋

武
田　

真
雅

田
村　

智
子

谷
口　

宏
仁

中
村　

英
龍

服
部　

文
昭

平
尾　

雅
信

平
尾　

信

渕
川　

重
樹

松
本　

英
典

松
本　

法
雄

真
鍋　

俊
照

宮
守　

宏
匡

森　
　

智
信

柳
本　

明
善

山
田　

戒
乘

横
山　

隆
弘

［
香
川
県
］

石
井　

宥
輝

今
雪　

雅
文

逢
坂　

明
徳

大
岡　

眞
海

大
西　

帰 

一

加
藤　

弘
淳

小
林　

正
尚

芝
原　

秀
寛

瀬
尾　

哲
命

長
田　

実
生

乃
村　

龍
泱

長
谷
川
恵
浄

古
澤　

惠
紹

水
野　

靖
憲

溝
渕　

正
澄

宮
城　
　

徹

牟
禮　

弘
雅

［
愛
媛
県
］

井
下　

瑩
潤

板
脇　

秀
匡

板
脇　

俊
匡

今
井　

奉 

一

尾
池　

正
喜

大
国　

真
弘

大
国　

陽
子

大
海　

智
宣

大
森　

敦
司

押
田　

雅
文

小
山
田
憲
正

亀
山　

性
海

河
村　

真
尚

国
安　

義
浩

河
野　

允
裕

斎
藤　

友
厳

佐
々
木
善
康

塩
田　

光
明

仙
波　

諦
仁

曽
根　

義
泉

曽
根　

諦
泉

高
橋　

行
弘

高
松　

善
雄

高
松
真
知
子

谷
本　

祥
龍

津
村　

泰
雅

永
井　

幹
人

長
尾　

密
永

藤
橋　

泰
信

松
本　

明
慧

真
鍋　

教
純

三
好　

睦
人

山
崎　

茂
樹

渡
部　

自
弘

［
高
知
県
］

大
石　

弥
生

川
﨑　
一 

洋

小
角　

隆
幸

竹
内　

真
理

釣
井　

龍
宏

長
﨑　

美
香

林　
　

廣
裕

増
田　

全
英

渡
辺　

裕
心

［
福
岡
県
］

石
川　

恵
猛

伊
津
野
亮
海

金
堂　
　

実

鐘
ヶ
江
尊
明

川
端　

憲
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（
単
位 

万
円
）

終
身
会
費

［
群
馬
県
］

廣
澤　

亮
孝 

⑨

［
岐
阜
県
］

滝
澤　

龍
慶 

⑨

［
三
重
県
］

木
田　

真
円 

⑨

［
滋
賀
県
］

高
橋　

祐
純 

⑨

［
兵
庫
県
］

山
田
佳
雅
里 

⑨

［
島
根
県
］

大
北　

哲
也 

⑳

［
広
島
県
］

今
岡　

智
章 

⑨

［
徳
島
県
］

石
本　

憲
正 

⑨

［
大
分
県
］

大
観　

慈
聖 

⑨

［
宮
崎
県
］

桐
井　

龍
導 

⑨

 
既
に
納
入
の
方
　々

［
北
海
道
］

阿
部　

真
猛

阿
部　

真
秀

安
念　

密
富

石
井　

泰
仁

石
井　

良
尚

伊
東　
　

恵

伊
東　

妙
准

岩
田　

慈
光

岩
田　

慈
照

内
田　

大
観

大
多
賀
実
忍

奥
村　

法
寛

小
笹　

良
祐

笠
谷　

覚
真

上
林　

善
證

郡
司　

昌
宏

渋
谷　

良
範

資
延　

憲
英

琢
磨　

俊
秀

琢
磨　

幸
尚

平
岡　

恭
博

平
田　

賢
弘

福
家　

立
雲

松
尾　

正
善

宮
田　

俊
昌

山
田　

俊
光

山
本　

弘
詔

山
本　

智
弘

米
田　

弘
明

米
本　

智
昭

［
青
森
県
］

三
浦　

猛
夫

［
宮
城
県
］

安
達　

智
人

［
山
形
県
］

本
間　

奎
児

［
福
島
県
］

安
達　

空
信

高
橋　

賢
雄

永
﨑　

雅
子

永
﨑　

亮
寛

［
茨
城
県
］

匿　

名 

大
場　

教
子

小
島　

眞
仁

島
津　

照
洸

進
藤　
　

明

宮　
　

亮
泉

［
栃
木
県
］

大
島　

哲
朗

佐
久
間
啄
道

［
群
馬
県
］

空
井　

良
雄

空
井　

秀
雄

生
方　

龍
照

河
内　

良
範

野
口　

博
芳

村
上　

祐
尊

吉
井　

良
弘

［
埼
玉
県
］

中
島　

信

宮
崎　

弘
照

［
千
葉
県
］

猪
井　

寳
彰

21

同窓会だより 第54号

○
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

同
窓
会
で
は
、大
学
か
ら
提
供
を
受
け
た
会
員

の
個
人
情
報
を
、次
の
場
合
を
除
き
第
三
者
に
提

供
い
た
し
ま
せ
ん
。②
、③
に
つ
い
て
は
、依
頼
人

よ
り
個
人
情
報
利
用
誓
約
書
を
提
出
し
て
頂
き

ま
す
。

①
会
員
を
対
象
と
し
た
印
刷
物
を
発
送
す
る
場
合

②
各
支
部
組
織
の
事
務
局
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た

場
合

③
入
学
・
卒
業
等
の
年
次
別
の
同
窓
会
を
開
催
す

る
場
合

④
同
窓
会
役
員
会
が
提
供
を
認
め
た
場
合

○
新
し
い
支
部
の
設
立

支
部
組
織
は
、都
道
府
県
単
位
を
基
本
と
し
て

お
り
ま
す
が
、都
道
府
県
単
位
よ
り
も
大
き
な
ブ

ロ
ッ
ク
組
織
や
小
さ
な
地
区
組
織
、ま
た
は
、入
学
・

卒
業
等
の
年
次
別
で
も
設
立
が
可
能
で
す
。役
員
会

の
承
認
に
よ
り
、正
式
な
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、支
部
設
立
準
備
助
成
金
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
同
窓
生
親
睦
会
へ
の
補
助

事
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
、祝
電
・

ご
祝
儀
等
お
手
配
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
会
員
の
災
害
・
慶
弔
事
な
ど

同
窓
会
員
で
被
災
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は

お
見
舞
い
を
、慶
弔
事
に
つ
き
ま
し
て
は
電
報
等
お

手
配
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
家
族
の
方
か
ら
の

ご
連
絡
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

○
会
報
の
お
届
け

会
報
は
、全
同
窓
生
の
皆
様
に
発
送
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、ご
家
族
で
一
通
の
お
届
け
を
ご
希
望

の
方
は
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

※
住
所
や
氏
名
を
変
更
さ
れ
た
方
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

○
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

同
窓
会
事
務
局
で
は
会
員
皆
様
の
色
々
な
情
報

や
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。各
種
同
窓
会

の
様
子
、学
生
時
代
の
思
い
出
な
ど
、四
百
字
以
内

に
ま
と
め
写
真
も
添
え
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
各
種
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
６
４
８
―
０
２
８
０

伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
三
八
五

高
野
山
大
学
同
窓
会
事
務
局

電　

話　

０
７
３
６
―
５
６
―
２
９
２
１（
内
線
112
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
３
６
―
５
６
―
２
７
４
６

 E-m
ail dosokai@

koyasan-u.ac.jp

※
必
ず
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
等
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
同
窓
会
費
納
入
の
お
願
い

同
窓
会
年
会
費
３
千
円
、終
身
会
費
９
万
円（
累

計
額
を
含
み
ま
す
）は
、同
封
の
振
込
用
紙
に
て
お

送
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

複
数
年
度
分
を
一
括
し
て
納
入
さ
れ
る
場
合
は
、

そ
の
旨
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。尚
、現
在
の
個

人
納
入
状
況
等
ご
不
明
な
方
は
同
窓
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

発
送
処
理
上
、既
に
今
年
度
の
会
費
や
終
身
会

費
を
納
入
頂
い
て
お
り
ま
す
方
に
も
振
替
用
紙
を

同
封
い
た
し
て
お
り
ま
す
。何
卒
ご
了
承
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

平
成
18
年
度
以
降
の
新
入
生
の
方
々
に
は
、入

学
時
に
終
身
会
費
６
万
円
を
、通
信
生
・
別
科

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
コ
ー
ス
の
方
々
に
は
授

業
料
納
付
時
に
年
会
費
３
千
円
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。

高
野
山
大
学
同
窓
会
奨
学
生
決
定

　

平
成
30
年
度
の
高
野
山
大
学
同
窓
会
奨

学
生
が
、学
生
部
協
議
会
に
お
い
て
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

　
【
新
入
生
奨
学
金
・
年
額
10
万
円
】

　
　
　

蔭
山　

尭
利（
密
教
学
科 

・ 

１
年
）

　
【
在
学
生
奨
学
金
・
年
額
20
万
円
】

　
　
　

北
川　

明
希（
人
間
学
科 

・ 

2
年
）

以
上
2
名

27

名
の
盛
大
な
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
島
県
で
は
、広
島
・
尾
道
・
福
山
の
３
地
区
の

持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
し
て
お
り
、各
自
坊
で
の

奮
闘
話
を
ご
披
露
い
た
だ
き
な
が
ら
終
始
和
や

か
な
中
、懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
今
年
の
広
島
は
、受
刑
者
の
逃
走
に
始

ま
り
、大
雨
に
よ
る
大
災
害
と
当
た
り
年
と
な
っ

て
し
ま
い
、平
穏
な
日
常
の
有
難
さ
を
痛
感
す
る

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
に
於
い
て
も
、皆
さ
ま
の
健
康
と

無
事
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

合
掌

（
尾
道
地
区
幹
事　

亀
山
大
路　

記
）

同
窓
会
海
外
交
流
助
成
金

授
与
式

平
成
30
年
７
月
24
日（
金
）に
高
野
山
大
学
同

窓
会
海
外
交
流
助
成
金
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、タ

イ
国
Ｍ
Ｏ
Ｕ
提
携
校
か
ら
の
留
学
生
５
名
に
奨

学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。授
与
式
に
は
飛
鷹
全

法
同
窓
会
事
務
長
、乾
龍
仁
学
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

（
学
生
サ
ポ
ー
ト
課　

記
）

同
窓
会
費
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々

平
成
30
年
６
月
１
日
～
平
成
30
年
10
月
31
日
現
在　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※
氏
名
下
の
○
内
の
数
字
は
会
費
の
納
入
金
額（
単
位 

千
円
）を
表
し
ま
す
。
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